
河北省張家口市蔚県で協力事業を開始 

 

  認定 NPO法人 緑の地球ネットワーク 

    副代表 高見邦雄 

 

 緑の地球ネットワークは 2016 年度から河北省張家口市蔚県で新しく緑化協

力を開始しました。それまで 25年間、山西省大同市で緑化協力を継続してきま

したが、この十年来、大規模な国家プロジェクトが集中して風景が一変し、新し

く植える場所を探すのに苦労するまでになり、東隣りのここではじめることに

して、日中民間緑化協力委員会資金の助成を受けました。黄土高原に属し、自然

条件や歴史がよく似ており、蓄積した経験や技術をそのまま活かすことができ、

大同の成果を見守りつづけるのにも好都合です。 

 2017年 4月、蔚県柏樹郷永寧寨村で地元の人たちといっしょに最初の植樹を

おこないました。村の背後の山の中腹で標高は 1200～1300m、全体が北向きの

日陰斜面で、マツ（油松）の生育に最適の場所です。 

 日本のボランティア 27 人と地元の人たちとで 80 人余りが参加しました。最

初に簡単な起工式をもち、記念碑の除幕をしました。地元の新聞、テレビの取材

があり、何日かあとで報道されたようです。植えたのはポリポットで育てた大苗

で、大きなものは 1mを超えています。運んできたトラックから現場にリレーで

運びましたが、これが

なかなかの重労働。植

えるための穴は地元の

人たちが掘ってくれて

いました。ちょっと浅

いかなと思って、掘り

足そうとすると、石が

まじっていて固く、な

かなか掘れません。 

 

  

作業のあとは柏樹郷の学校でこどもたちと交流。小学 5、6年生たちと机をはさ

んで一対一で座り、こどもが描いた下絵に協力して色を塗ります。絵の題は「緑

色家園」。小学 3年生から週に 2時間、英語の勉強をしているそうで、片言の英

語で交流しました。 

 8、9月にも 3グループ、50人余りが村を訪れました。最初のグループは自然

の厳しさを実感しました。まる一日、雨が降り、県城ではそれほどとは思いませ



んでしたが、村に行くと道が大きくえぐられ、植樹の現場に近づくことができま

せん。中国では「水土流失」といいますが、雨が畑や山の表土を押し流し、水も

そこに留まることがないのです。平地の苗畑でマツの補植をしました。 

 あとの 2 グループはなんとか現場にたどり着き、春に植えたものの補植をし

ました。枯れたものがあるのは春に雨がなかったからだそうで、夏になって二度

目の芽（土用芽）を伸ばした苗もあります。春が干ばつで、夏になって雨が降り

出したことを裏付けています。大きな苗に枯れているものが多く、十分に灌水す

れば別でしょうが、苗は大きすぎない方がいいと感じました。 

8月の最初のグループは蔚県で活動したあと大同に向かい、代表的なプロジェ

クト 4 つを訪れ、記念植樹をしました。それには中国の新しい協力相手も同行

しました。以前の事業を知ってもらうことで、事業の連続性を保ちたかったので

す。 

 

 

 

村の背後の山で油松を植えました 


